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イノベーション創出における場の機能の研究

小松康俊・鈴木　浩

Ⅰ　はじめに

イノベーションを創出するには顕在化した課題の解決方法を模索する従来のエンジニア
リングに基づいた方法論を追求しても結果は得られない。それに対してイノベーションを
創出するためには顕在化した課題の裏にある潜在的課題を見つけることが必要であるとい
うメタエンジニアリングの概念が提唱されている（鈴木［２００₉］，）。
メタエンジニアリングでは「図 １」に示すように，イノベーションを創出するプロセス
をMining，Exploring，Converging，Implementingの ４つの連続するプロセスと考え，これ
らのプロセス全体をMECIあるいはMECIサイクルと呼んでいる（鈴木［２０１₃］，１₇０⊖１₇２
頁）。MECIにサイクルをつけるのは，イノベーションが Implementingで完結するのでは
なく，新たなイノベーションを創出するために次のMiningプロセスにつながると考える
からである。そして，MECIサイクルが回る環境，枠組みを「場」と呼んでいる（鈴木［２０１₅］，
₅２⊖₅₇頁）。
場という概念は，「場の雰囲気で決まった」とか「この場を借りて」といった文脈で日
常的に使われているように我々にはなじみのある概念であるが，場はメタエンジニアリン
グにおいてイノベーションを創出するためにMECIサイクルのプロセス移行を促進する重
要な機能を果たしている。
場の概念と場がイノベーションに及ぼす機能については既に本学大学院紀要で論考した
（小松［２０１４］，₇₅⊖８₉頁）。そこでは，場には「触媒作用の場」，「組織の場」，「ネットワ
ークの場」の ₃つの態様があり，イノベーションに大きな役割を果たすのは「組織の場」
であると考え，「組織の場」がどのように，形成され，マネジメントされ，MECIサイク
ルが回ってイノベーションが創出されるかを詳しく考察した。
本稿では，場がイノベーションに及ぼす作用を包括的に考察する。「組織の場」以外の「触
媒作用の場」，「ネットワークの場」も含め，これらの場がイノベーション創出にどの様な
機能を果たすかについて論考してみたい。そのために，初めに場の ₃態様について改めて
詳しく考察する。その際，今まで「組織の場」と呼んでいた場を，組織化されない集団で
もイノベーションが創出される可能性があるので，以後「グループの場」と呼ぶことにす
る。
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出所：（小松［２０１４］，₇₆頁）
図 １ 　メタエンジニアリングの概念

Ⅱ　場の ３態様

場とは人々が集まり，考え，コミュニケーションを行い，働きかけ，共通の体験をする
枠組みであると定義される（伊丹［１₉₉₉］，４１頁）。例えば新製品開発の行われる場を考え
ると，企業内にプロジェクトチームが発足し，特別な部屋が用意され，目的を共有したメ
ンバーが集まり，日々議論を重ね，徐々に一体感が醸成され，新製品のコンセプトが生み
出されると共にコンセンサスが得られ，開発に向かってまっしぐら，となる。このように
「場」は場所の要素とそこに集まる人の要素を本質的に持っているので，その観点から「場」
を詳細にみると ₃種類の態様に分類されることが分かり，既に本学大学院紀要第 ２巻で次
のように列挙した（小松［２０１４］，₇₉頁）。『①場所，制度，ルールを与える「触媒作用の場」，
例えば専用会議室，自由な発想を支援する職場風土，企業が立脚する地域環境，法規制，
産官学の多様な連携など，②メンバーが物理的に近く集まり，日常的に情報的相互作用が
密に行われ一体感が醸成される「組織の場」，例えばプロジェクトチーム，ベンチャー企業，
大企業における事業部など，③物理的に離れて存在するメンバーが情報交換を行う「ネッ
トワークの場」，例えば学会，ブログなど。』
野中は場の ₃態様に対応して「物理的場」，「実存的場」，「仮想的場」と分類しているが
詳しく分析してはいない（野中他［２００₃］，１₇頁）。
これらの「場」はその形態，マネジメント，リーダーの役割，メンバーの行動，イノベ
ーション創出に関してそれぞれ特徴があり，「表 １」の様にまとめることができる。
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これらの態様は，イノベーション創出には直接関わらないが，次のようにサッカーにた
とえて考えると特徴を際立たせることができ分かりやすい。
「触媒作用の場」はたとえばサッカー場のような物理的容れものであり，サッカーをす
る人々や観客に場所や設備，そして使用上のルールなどの触媒的な枠組みを与える。「図 ２」
に「触媒作用の場」の一例を示す。

図 ２ 　枠組みとしてのサッカー場

サッカー場は試合そのものに関与するわけではないが，サッカーを実行する要素となる

表 １　それぞれの場の特徴
触媒作用の場 グループの場 ネットワークの場

形態
異種間の結合を促進
それ自身は変化しない

情報的相互作用する集団
コミュニケーションが密
になるに従い活性化

個人の集合体でメンバー
の変化と共にダイナミッ
クに変化

マネジメント 場自体にはマネジメント
がなく場が利用される

方向を示し，土壌を整え，
承認する

意見の賛同者が自発的に
行動

リーダーの役割
流れを見ながら舵をとる
部下に任せ，時に自ら決
断する

提案し，賛同者を増やし，
起業する

メンバーの行動
場を利用する 仕事の細部は自分で作る

想定外にも回りと相談し
て自分で動く

自ら役割を決め実行する

イノベーション創出 統合と融合により全く新
たなコンセプトを創出

コンセプトを決定しコン
センサス重視

MECIが回るに従い賛同
者が増える
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選手やピッチ，設備などの働きを組み合わせ機能させることにより試合を成り立たせてお
り，触媒の作用をしているといえる。
グループの場はサッカー場に集まり，試合を行う選手と観客が形成する場である。グル
ープというには全体の人数が多いが，試合を行いそれを見物するという目的がそこに集ま
った選手と観客に共有され，試合の進行に伴って心理的な一体感が醸成されてゆく。
「図 ₃」にサッカーの試合の様子を示す。まさに「グループの場」が形成されている。

図 ３ 　サッカーの試合と観客

さらに観客はサッカーの試合を観戦した後に，試合の結果や様子などを友人たちとブロ
グやメールで情報交換し，試合を見物しただけでは得られない新たな楽しみを見つけるこ
ともできる。

図 ４ 　サッカー観戦後に友人たちと情報交換

これが「ネットワークの場」である。「図 ４」ではパソコンに向かって情報交換してい
る様子が示されている。「ネットワークの場」に集まるメンバーは多くの場合直接顔を合
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わせずに情報を交換する。ところが，そこに集まるメンバーの数はネットワークにアクセ
スする数に依存し，現在のようにＩＴ技術が発達すると不特定多数の人がアクセスし，全
体として場に参加するメンバーは膨大な数に上る場合もある。

ではこれらの場はイノベーションの創出においてどのように機能するのであろうか。「触
媒作用の場」，「グループの場」，「ネットワークの場」にはそれぞれ特徴のある機能が見ら
れる。それらを順に考察してみよう。

Ⅲ　触媒作用の場におけるイノベーション

１ 　触媒作用の化学分野での定義
従来の触媒効果は化学の分野で提案されていた。例えば，水素と酸素を混ぜてもすぐに
は何も反応が起こらないが，水素と酸素に触媒として銅（Cu）や白金（Pt）を入れて加熱
すると水が生成される。また，光触媒は，光を吸収して化学反応をおこす固体材料のこと
で，光のエネルギーによって光触媒の中に生じる励起電子と正孔が活性種として働き，光
触媒の表面にある様々な化学物質に対して酸化還元反応を起こす（触媒学会）。
ここで述べたとおり，水素と酸素だけでは何も起こらないが，銅や白金を触媒として水
という分子が生成され，新しい軸に変換する作用を触媒効果と定義した。
これらを「図 ₅」のとおり図式化する。水素と酸素が共存している平面上では単なる混
合ガスであるが，これに触媒として銅を加えることにより第 ₃の次元としての水が生じる。
このように，我々は触媒の効果を次元を変えるものと捉えた。

出所：著者作成
図 ５ 　銅による触媒効果のモデル

２ 　メタエンジニアリングの場への適用
イノベーションは新結合と定義されるが，触媒作用の場として，新しい次元を作ること
で結合を定義することとする。すなわち，得られた研究成果とニーズを従来の次元の上で
展開するのではなく，新しい次元に展開することでイノベーションが生じると考える。二
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つの要素を足し合わせることでインクリメンタルなイノベーションは実践出来るかもしれ
ないが，ブレイクスルー型のイノベーションには結びつかない。前項で取り上げたように，
触媒効果は次元を変える作用であると捉えることができる。その次元の上でブレイクスル
ー型のイノベーションが継続して起きてくると考えた。
その例として，扇風機を例にとると，均一の風というニーズに対して，羽根の構造を工
夫することによって自然の風を再現した従来の型の扇風機が生み出された。風が直線的な
通常の扇風機に対して，羽根本体は １枚だが，内側と外側の二種類の羽根の組み合わせに
より人工的な風から自然の風を実現した（バルミューダ社）。一方，吸い込んだ空気をその
１０数倍の風として送風する仕組みにより羽根のない扇風機が生み出された（ダイソン社）
「図 ₆」。これは従来の羽根の技術からの発展ではなく，新しい羽根のない扇風機という次
元を作り出している。ここでは，企業における触媒効果が働いていると考えられる「図 ₇」。

出所：両社カタログより著者作成
図 ６ 　従来型の扇風機と羽のない扇風機

出所：著者作成
図 ７ 　触媒作用による新しい製品の創出
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また，高速演算と大容量データを使った高度な演算処理やシミュレーションに利用され
るスーパーコンピュータに対して，類似の要素技術を組み合わせて触媒効果を働かせると，
グリッド・コンピューティングやクラウドコンピューティングという新しい次元を作りだ
すことができる。

３ 　触媒としてのスマートグリッド
（ １）スマートメータ
スマートグリッドを具体的事例として取り上げよう。スマートグリッドの中核をなすス
マートメータでどのようなイノベーションが期待でき，それがどのように実現されている
かを見てみる。
スマートメータとは，電力量計の一種で，計測が従来のアナログからデジタル化されて
おり，通信機能を持つものと定義されている。通常はこれに遠隔操作スイッチを入れこん
だものを指す「図 ８」。スマートメータの上記機能だけを利用するのであれば，自動検針
のための計器としか機能しない。すなわち，「図 ₉」に示す平面上で働いていることになる。
ここに，スマートグリッドを触媒として機能させることにより，「図 ₉」に示すような
AMI（Advanced Metering Infrastructure）や HEMS（Home Energy Management）の機能が実
現でき，新しい市場が開けることとなる（鈴木　浩［２００₇］，２₇₇頁）。デジタルメータ機
能と，通信，遠隔スイッチ機能とを新たに結合し，新しい AMI，HEMSという次元を作
り出していることになる。このように新しい次元を作り出す触媒を，この場合スマートグ
リッドと呼ぶことができよう。

出所：鈴木［２００₇］
図 ８ 　スマートメータの構造
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出所：著者作成
図 ９ 　スマートグリッドのスマートメータへの触媒効果

（ ２）VFT（Variable Frequency Transformer）（VFT［２０１０］）
系統間のバックツーバック連系装置として開発された VFT「図１０」は米国を中心に運
用されている。この装置は，技術的には回転型の移相変圧器ととらえることができる。こ
の装置を設置し，発電電力コストの安い地域から，高い地域に電力を輸送することで，電
力輸送のビジネスが開拓されている。しかも，VFTは電力会社が所有するのではなく，
リースの形をとることで一層の価値を生んでいる。これもスマートグリッドを触媒として
作用させる効果ということができよう「図１１」。

出所：VFT［２０１０］
図１０　ＶＦＴ概念図

出所：著者作成
図１１　スマートグリッドを触媒とした系統連携
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（ ₃）ネットワーク型資産管理システム（Smallworld［２００₉］）
従来の資産管理は，個々の機器の寿命や故障データなどを参考に，リストの形で管理さ
れていた。しかし，電力システムの中の各機器はネットワークを構成しており，その特性
を考慮した資産管理が行われなくてはいけない。そのためには，リストベースの管理から，
ネットワークの接続性を考慮したオブジェクト指向型の資産管理へのシフトが必要である
「図１２」。ここでも，スマートグリッドを触媒として次元を変換することが有効である「図
１₃」。

出所：Smallworld［２００₉］より著者作成
図１２　Smallworld の紹介

出所：著者作成
図１３　スマートグリッドを触媒としたネットワーク資産管理
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Ⅳ　グループの場におけるイノベーション

筆者は「グループの場」におけるイノベーションについて既に本学大学院紀要で報告し
た（小松［２０１４］，₇₉⊖８４頁）。例えば以下のように述べている。
『イノベーションを創出するために多くの企業ではイノベーションに必要なスキルを持
ったメンバーが集まってチームが結成される。これが場の生成と呼ばれるもので，生成に
続いてメンバーが場を育成することによりチームがメタエンジニアリングの場として機能
し始め，MECIサイクルが回るようになる。これは前述の「組織の場」（グループの場）
に相当する。』あるいは『MECIは Implementingで完結せず，次の潜在的課題を探すと考
えている。それは同一平面ではなく，新たにコンセプトが創出され別の平面で新たな
Miningに飛躍する。この飛躍は Implementing-Miningの過程だけでなく，他のどのプロセ
スからも新たなMiningへの飛躍が生じうる。これを示したのが「図１４」である。』
しかし，一歩考えを進めると，すり合わせ型産業構造が主流の時期にこのようにイノベ
ーションが行われてきたことが分かる。それは，濃密なコミュニケーションが主としてグ
ループの場で行われたからである。
グローバル化が進み膨大な情報がネットワークにあふれる状況では，企業の技術開発は
イノベーション抜きには考えられなくなってきている。そのため，企業は常に変革を求め
られ，過去の延長ではなく，革新的イノベーションと呼ばれるような，全く新しいことを
行うことが要求されている。しかしながら，本来イノベーションにはリスクが伴い，失敗
の確率も高い。企業活動を維持するためには従来の方法を改善することや従来製品の延長
上での新製品の開発などが必須であることは言うまでもない。このような従来製品の改良
に基づく開発を漸進的イノベーションと呼んでおり，企業は革新的イノベーションと漸進
的イノベーションを合わせて推進している。「グループの場」におけるメタエンジニアリ
ングの方法論に基づいたイノベーションはすり合わせ型産業構造が主流の時期にはこの両
方に対応していたと考えている。
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出所：（小松［２０１４］，８１頁）
図１４　グループの場におけるイノベーション

Ⅴ　ネットワークの場におけるイノベーション

１ 　ネットワークの場におけるイノベーションの創出
「ネットワークの場」のイノベーションへの寄与についても既に『少人数のベンチャー
企業などではメンバーのスキルだけでは不十分で学会や業界への参加，大学との連携など
が必要になり知識のネットワークが形成されイノベーションの場として機能する。これが
「ネットワークの場」である。』と述べた（小松［２０１４］，８４頁）。しかし、これは従来型
の寄与であり、間接的な寄与に留まっている。
しかし，ＩＴ時代になってコミュニケーションの主流がグループの場でなく，徐々にネ
ットワークの場に移ってきた。この変化は初期には大きな影響を与えなかったが，情報の
大部分がＷｅｂ上で得られ，コミュニケーションがメールやブログ，Facebookなどイン
ターネット経由で頻繁に行われるようになると状況は一変した。もはや排他的グループの
形成はできず，個人が主体的にネットワークに参加せざるを得なくなり，身体で感じるよ
うな一体感の醸成はなく，非常に多くの人と同時にコミュニケーションできる状況が生ま
れてきた。また，コツコツと地道に努力してコンセプトを磨くより多くの人から多くの情
報を吸収する方が早くイノベーションを実現できる。従って，集まってコンセンサスをと
ることの必要はなくなってくる。
では，ネットワークの場におけるイノベーションはどのように創出されるのであろうか。
イノベーションはMECIサイクルに従ってプロセスが継続して創出されるのが自然な流れ
である。グループの場においてイノベーションが実現するプロセスは前節で述べたとおり
であるが，ネットワークの場におけるイノベーションでもMECIサイクルが回ることに変
わりはない。
しかし，ネットワークの場ではグループの場と異なり一体感は醸成されず，むしろグル
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ープの場では排除されがちだった「変人」，「ＫＹ（空気を読めない人）」が存在感を示す
ようになる。ネットワークには情報があふれ，誰でもそれにアクセスできるため，空気を
読むことに慣れた「普通の人」より，突飛なアイデアを考え付く「変人」，「ＫＹ」と呼ば
れる人がMiningプロセスを担うことになろう。アイデアが素晴らしいものであればネッ
トワークに拡散させる場合や少数の信頼できる人で共有する場合もあるだろう。そしてア
イデアを膨らませるサポートチームができ，アイデアを実現するための方法が工夫される。
これが Exploringプロセスである。グループの場では Exploringに続く Convergingプロセ
スで少人数のチームの枠を離れ，例えば企業内のより大きな組織がアイデアの実現に動く。
一方，ネットワークの場では Convergingを推進する大きな組織は存在しなかったが，近
年 Convergingプロセスを実現できる仕組みができつつある。すなわち，具体的にまとめ
られたアイデアを持ってサポートチームが起業し，ネットワークの場に伝え，賛同する人
々に資金提供してもらう crowd fundingという，「図１₅」に示すようなネットワークならで
はの仕組みである。

https://www.makuake.com/static/helpindex/
図１５　crowd funding の仕組み

アイデアを実現するため資金を必要とする人（プロジェクト実行者）が，胴元のサイト
に登録し広くＰＲしてもらう。アイデアに賛同して製品ができたら購入したい人，製品が
売れて儲かったら配当を受けたい人など，支援したい人が受けたいリターンに応じて資金
提供を申し出る。その結果，資金が必要額に達したら実行者に資金が渡り，プロジェクト
は実行される，達しない場合はそこで fundingが終了する。
また，自分たちでは実現が難しい技術などがあった場合，ネットワークを通じて解決で
きる人を募集する crowd sourcingという方法もある。こうして，多くの人々の支援を得て
アイデアが実現してゆく。そして，Implementingのプロセスでは，entrepreneurだけでなく，
crowd fundingや crowd sourcingに参加した人々の中でかなりの部分が crowd investorとな
って企業を支えることになる。また，ＳＮＳやネットワークを通じて社会にＰＲすること
により極めて多くのユーザーを獲得することができる。このようにネットワークの場では
イノベーションの創出がグループの場に比べ全く異なった形態で行われることになる。こ
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の様子のモデルを「図１₆」に示す。図で分るようにネットワークの場ではMECIプロセス
が進むに従い主体的にイノベーションに参画する人数が急速に増えるのが特徴である。

図１６　ネットワークの場におけるイノベーションのモデル

メタエンジニアリングの考え方では Implementingプロセスは再びMiningプロセスに継
続し，MECIサイクルが回り続ける。ネットワークの場においてはユーザーの中から「変人」
や「ＫＹ」が現れ新たなアイデアを生み出すと考えられる。

２ 　ネットワークの場におけるイノベーションの例
ネットワークにおけるイノベーションの例として，「SOLO THEATER」と呼ばれる商品
を取り上げる（Makuake［２０１₅］）。この商品の元はＷｅｂサイトに投稿されたもので，段
ボール箱の上にスマートフォンを置き箱の中に顔を突っ込んで鑑賞するという一見奇妙な
代物である。「図１₇」に当初投稿されたと思われる画像を示す。段ボール箱の上部にスマ
ホを設置できるように穴をあけ，下部に頭を潜り込ませられるように切り欠きを作る。上
部の穴の位置にスマホを置いて映画を映し，切り欠きから頭を入れると暗い中で映画が見
られるというわけである。これはMiningプロセスといえる。この画像を見て LUCY 

ALTER DESIGNという会社がまず実際に作ってみると，見た目の異様さは別にして，ダ
ンボールをカッターで切る難しさ，スマホが落ちてこないような穴の強度と精度，光漏れ
対策など，素人にはなかなか難しく，「たとえ自作しても，満足していない人がたくさん
いるのではないか」と感じたので自ら商品化を思い立ち，crowd fundingに登録すること
にしたところ，２００︐０００円の募集金額に対し支援者が₃２₆人も集まり，支援総額は
１︐２００︐１₆０円も集まった。LUCY ALTER DESIGNはファブレスの設計会社なので製造して
くれる段ボール加工会社に外注して製造した。これは Exploring～ Converging～
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Implementingプロセスである。

図１７　段ボールとスマホを組み合わせた一人映画館

その際に，収納しやすいようたためること，内部を黒く塗り漏れ光を少なくする，いろ
いろなタイプのスマホに対応できること，などの工夫を重ねた。その結果できあがったの
が「図１８」に示す「SOLO THEATER」である。

図１８　SOLO THEATER

屋外で見ている写真にも違和感があるが， ２人並んで見ていると少々不気味である。そ
れでも結構受けているようである。
更に，これを進歩させようとする人も出てきた。「図１₉」のようにスピーカーを追加し
たところ，段ボールの中で反響して臨場感たっぷりになったというから驚きである。
Implementingプロセスからの新たなMiningプロセスへの飛躍である。
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図１９　スピーカーを追加して臨場感たっぷりの一人映画館

この一人映画館はその後，「図２０」のように段ボール製のゴーグルタイプが Googleから
製品化されている。これも新たなMiningプロセスへの飛躍といえる。ただ，頭にかぶる
方が一人で楽しむには面白そうである。

図２０　段ボール製ゴーグルタイプ一人映画館

SOLO THEATERはまだまだ改善の余地があり発展途上のアイデアであるが，初めにネ
ット上に面白半分でアイデアが投稿され，実際作って見たところ素人では難しい点がある
ことが分り，crowd fundingを利用して商品化を計画したところ大勢の支援者が集まり，
更にスピーカーを追加して臨場感たっぷりになるなど，今後，ネットワークの場における
イノベーションになる可能性を秘めているといえるだろう。奇怪な感じもイノベーション
実現の過程で解消されてゆくものと思われる。



－　 －178

日本経済大学大学院紀要2016年，Vol.4

小松康俊・鈴木　浩：イノベーション創出における場の機能の研究 

Ⅵ　結び

メタエンジニアリングの考え方ではイノベーションは，場の上でMECIサイクルが回る
ことにより創出され，場の上でさらにスパイラル的に拡大する（鈴木他［２０１₃］，４₅頁）。
MECIサイクルが回る場をイノベーションの場と呼び，いくつものイノベーションの場が
集まり合ってMECIサイクルがスパイラル的に拡大し，上位の階層のイノベーションを創
出してゆく。イノベーションの場について詳しく考察してゆくと，場には「触媒作用の場」，
「グループの場」，「ネットワークの場」の ₃種の態様があり，それぞれがイノベーション
の創出に重要な役割を果たしていることが分かる。
「グループの場」の機能については，本学紀要第 ２巻，第 ２号に寄稿した論文で詳細に
考察した。本稿では，「触媒作用の場」，「ネットワークの場」について詳しく考察を進めた。
その結果，「触媒作用の場」は従来物理的側面やルールなどの規制面が強調されてきたが，
本稿での考察で示されたように触媒としての作用にスポットを当てることにより，異種の
要素を融合して全く新しいアイデアを生み出し，イノベーション創出の源泉となる機能を
持つことが示された。
一方，「ネットワークの場」についても，インターネットが十分発達していない時代では，
電子メールや学会活動のようにグループの場の機能を補完する機能しか持たず，イノベー
ションには間接的に関わるものと考えてきた。しかし，インターネットが情報交換の主役
になってくると同時に「ネットワークの場」がイノベーションに主要な役割を果たすよう
になってきていることが示された。
イノベーションにおける場の機能に関してはいくつかの先行研究がある。例えば、野中
は SECIモデルを取り上げる中で場の果たす役割について、場が持っている文脈という側
面から論じている（野中他［２００４］，₃₉頁）。ただ、そこで論じられている「場」はここで
いう「グループの場」に限定されており、グループの場が形成されることによりコンセプ
トが生まれイノベーションが実現できるとしている。そして、SECIモデルで示すように
暗黙知と形式知の変換の継続がイノベーションにつながるとしている（鈴木他［２０１₃］、
₅₇⊖₅８頁）。しかし、グループの場と SECIモデルに絞った議論にとどまっているため、イ
ノベーションのとらえ方が狭くなっているきらいがある。
すでに述べたように、イノベーションはMECIプロセスが回ることによって実現される
とメタエンジニアリングでは考えており、多くの実例を持って説明してきている。MECI

サイクルが「触媒の場」、「グループの場」、「ネットワークの場」で回ることによりイノベ
ーションが創出されるという考え方によって、イノベーションを幅広く捉えることができ、
場の果たす役割も幅広く明確に捉えることができる。
また、イノベーションの考え方として、オープンイノベーション（ヘンリー・チェスブ
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ロウ［２０１２］、１０４⊖１０８頁）、共創イノベーション（ヘンリー・チェスブロウ［２０１２］、８₃⊖１０１頁）
が提唱されている。これらのイノベーションは本稿で述べたネットワークの場におけるイ
ノベーションに相当する。両者とも、イノベーションの創出を導く要因について詳しく議
論していてネットワークの中でイノベーションが起こることが説明されており、本稿の議
論が支持されていると共に共通する部分があると考えることができる。
今後，MECIと場の概念について更に考察を進め，事例を集めることにより，これらの

概念を深化させてゆく。
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